
県
は
令
和
６
年

月
12

18

日
記
者
発
表
を
行
い

令

、

、「

和
６
年
７
月
の
大
雨
で
被

害
の
あ
っ
た
最
上
川
下
流

・
中
流
部
に
お
い
て
『
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
を
始
動
し
ま
す
」
と

発
表
。

事
業
費
は
国
が
約
４
５

０
億
円
程
度
、
県
が
約
２

０
０
億
円
程
度
の
合
計
約

６
５
０
億
円
程
度
。

事
業
期
間
は
令
和
６
年

度
～
令
和

年
度
。

11

、

京
田
川
の
河
川
整
備
は

氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

検
討
を
進
め
、
整
備
計
画

を
策
定
す
る
と
発
表
し
て

い
ま
す
。

４
町
内
会
で
要
望

三
和
・
楪
・
関
根
・
千

原
町
内
会
の
役
員
ら
は
１

月

日
、
庄
内
総
合
支
庁

23
・
建
設
部
長
に
、
７
項
目。

の
要
望
を
提
出
し
ま
し
た

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
、
京
田
橋
延
長

・
川
幅
拡
張
、
支
障
木
・

堆
積
物
撤
去
、
土
堤
の
整

備
、
保
水
林
や
湧
水
池
の

確
保
、
京
田
川
を
最
上
川

と
分
離
し
河
口
を
単
独
で

日
本
海
に
流
す
事
な
ど
を

あ
げ
ま
し
た
。

特
定
都
市
河
川
指
定

県
は
２
月
７
日
、
国
と

第
２
回
流
域
治
水
勉
強
会

・
打
合
せ
を
行
い
、
京
田

川
に
つ
い
て
、
特
定
都
市

河
川
指
定
要
件
の
整
理
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

特
定
都
市
河
川
制
度
の

指
定
は
、
流
域
治
水
の
実

効
性
を
高
め
、
水
害
に
強、

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

河
道
掘
削
な
ど
の
ハ
ー
ド

整
備
が
加
速
さ
れ
ま
す
。

京
田
川
の
氾
濫
対
策
と

し
て
、
雨
水
貯
留
施
設
や

田
ん
ぼ
ダ
ム
、
遊
水
池
、

河
道
掘
削
、
排
水
機
能
強。

化
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す

2025年 月 日２ 16

第 号１４８３
編 集 発 行

日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221
「 」ＨＰは 藤島 加藤鉱一

と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
2月 19人 8,360円
1月 38人 39,670円

特
定
都
市
河
川
制
度
の
指
定
へ

県
と
国
の
勉
強
会
・
打
合
せ
で
検
討

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

幼
い
頃
の
遊
び
唄

４

八
色
木
の
日
向
富
さ
ん

に
よ
る
、
大
正
・
昭
和
初

期
の
幼
い
頃
の
遊
び
唄
④

http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/02_kasen/pdf/project.pdf



旧
藤
島
町
の
元
助
役
を

（

勤
め
た
相
馬
一
廣
さ
ん
77

歳
）
が
２
月
５
日
、
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
に
町
助
役

に
就
任
し
「
藤
島
エ
コ
タ

、

ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
づ

く
り
を
中
心
に
な
っ
て
進

め
、
有
機
農
産
物
の
認
証

資
格
を
持
つ
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
登

録
機
関
に
認
定
さ
れ
、
宮

崎
県
綾
町
に
次
い
で
２
番

目
と
、
先
駆
的
な
取
り
組

み
で
し
た
。

１
９
７
１
年
に
日
本
有

機
農
業
研
究
会
（
一
楽
照

）

、

雄
理
事
長
が
創
立
さ
れ

添
川
の
石
井
甲
さ
ん
（
石

井
光
司
さ
ん
の
母
親
）
が

東
京
の
出
稼
ぎ
先
か
ら
有

機
農
業
の
情
報
を
持
ち
込

み
、
相
談
し
た
の
が
相
馬

一
廣
さ
ん
で
し
た
。

当
時
は
有
機
農
業
の
言

葉
も
知
ら
れ
て
い
な
い
時

代
に
、
農
薬
や
化
学
肥
料

を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
、

月
山
の
草
地
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

農
協
の
指
導
員
の
小
野

寺
勇
治
さ
ん
ら
と
、
農
協

に
有
機
農
業
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
会
長
と
し
て
リ

ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
学
院
留
学
生
の

庄
内
研
修
で
は
、
最
初
に

相
馬
さ
ん
ら
の
月
山
山
小

屋
に
宿
泊
し
、
相
馬
さ
ん

が
有
機
農
業
の
考
え
方
を

語
る
の
が
研
修
の
始
ま
り

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

も
し
、
藤
島
町
が
合
併

し
て
い
な
け
れ
ば
、
有
機

農
業
の
ま
ち
づ
く
り
が
大

き
く
発
展
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

島
野
嘉
作
が
奉
職
し
た

福
岡
勧
業
試
験
場
は
、
１

８
７
９
年
（
明
治

）
国

12

、

に
さ
き
が
け
て
設
立
さ
れ

翌
年
同
地
内
に
農
学
所
明
（

治

年
に
福
岡
農
学
校
と

14
改
称
）
を
設
置
。

庄
内
は
あ
り
が
た
い

こ
れ
は
「
今
季
最
強
の

寒
波
」
だ
と
い
う
。
そ
れ

も
立
春
を
過
ぎ
て
か
ら
だ

か
ら
、
こ
れ
も
異
常
気
象

の
内
か
。
し
か
し
あ
り
が

た
い
事
に
我
が
庄
内
は
、

警
報
や
注
意
報
に
名
は
上

が
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
心

配
が
な
く
過
ぎ
て
い
る
ん

だ
。
こ
れ
を
鳥
海
月
山
の

守
り
だ
と
言
う
人
も
。

▲
実
際
テ
レ
ビ
で
見
る
事

の
、
一
晩
で
１

を
超
え

ｍ

る
雪
が
降
っ
て
は
大
迷
惑

だ
が
、
こ
れ
が
一
週
間
も。

続
く
カ
モ
・
と
言
う
の
だ

そ
れ
で
思
い
出
す
の
が
、

こ
こ
庄
内
で
も
そ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
事
。

▲
そ
れ
は
俺
が
、
税
務
課

か
ら
道
路
の
管
理
を
す
る

部
署
に
異
動
が
あ
っ
た
年

だ
と
記
憶
し
て
い
る
。
雪

も
多
か
っ
た
が
猛
吹
雪
と

い
う
も
の
が
一
週
間
程
続

い
た
も
の
だ
っ
た
。
読
者

の
皆
さ
ん
に
も
当
時
、
道

路
が
塞
が
り
動
き
が
取
れ

、

、

ず
三
和
の
京
田
橋
に
は

明
治

年
、
福
岡
農
学

15

、

校
に
横
井
時
敬
が
赴
任
し

数
年
で
学
校
長
、
明
治
22。

年
農
商
務
省
に
転
任
す
る

「

」
、

こ
の
福
岡
時
代
に

既
述
の
種
籾
の
「
塩
水
選

」

、『

』

種
法
考
案

農
業
小
学

(

明
治

)

発
刊
な
ど
学
績

18

を
積
む
。

、

こ
の
間
に
島
野
嘉
作
は

横
井
に
接
し
大
い
に
農
学

を
学
び
、
稲
作
改
良
教
師

に
な
っ
た
。

だ
か
ら
山
形
か
ら
農
商

務
省
に
１
教
師
派
遣
の
要

請
が
あ
っ
た
時
、
横
井
の。

推
薦
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

明
治

年
９
月
、
郡
長

24

相
良
守
典
は
、
明
治

年
17

失
敗
し
た
県
令
折
田
の
乾

田
馬
耕
の
意
思
を
引
継
ご

う
と
「
以
馬
耕
之
法
頼
乾

、

田
之
利
則
百
年
之
後
将
奈

斯
民
何
（
碑
文
）
と
い
う

」

強
い
決
意
で
、
議
会
の
同

東
田
川
史
跡
物
語

横
井
時
敬
推
薦
で

島
野
嘉
作

青
山

崇

郡
稲
作
教
師
に

知
ら
な
い
他
人
が
何
日
も

泊
ま
っ
た
と
い
う
話
、
記

憶
に
あ
る
と
い
う
人
が
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲
除
雪
の
人
と
一
晩
一
緒

に
寝
た
若
者
は
、
海
岸
に

近
い
道
で
県
を
超
え
た
と

電
話
が
あ
っ
た
も
の
。
乳

飲
み
子
の
オ
シ
メ
が
無
く

な
っ
て
と
い
う
電
話
も
。

▲
我
が
町
の
除
雪
車
が
元

気
で
も
、
県
道
が
開
か
な

け
れ
ば
だ
め
な
の
で
、
少

し
風
が
お
さ
ま
る
予
報
に

県
と
連
絡
し
、
明
日
何
時

に
京
田
橋
か
ら
出
ら
れ
る

ゾ
と
周
知
。
ブ
ル
の
運
ち

ゃ
ん
に
は
「
こ
こ
で
放
せ

、

ば
大
丈
夫
」
と
い
う
処
ま

で
送
っ
て
来
い
と
言
っ
て

送
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

▲
そ
ん
な
話
は
５
～
６
０

年
も
前
の
事
だ
よ
。
以
来

そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
に
近
い
状
況
が

今
の
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス

な
ん
だ
。
自
然
と
は
有
難

か
っ
た
り
、
い
つ
か
の
よ

う
に
恐
ろ
し
か
っ
た
り
だ

が
、
警
報
が
出
て
い
る
庄

内
は
、
そ
れ
が
有
難
い
ウ

ソ
だ
っ
た
り
（
石
川
）

。

意
を
得
て
、
島
野
を
１
０

０
０
日
契
約
で
稲
作
改
良

教
師
に
招
い
た
。

し
か
し
地
域
の
稲
作
改

良
意
識
は
低
く
、
翌
年
３

月
、
５
ヶ
月
で
臨
時
雇
と

な
り
、
８
月
に
は
解
雇
さ

れ
た
。

し
か
し
地
主
の
有
志
が

寄
付
し
、
稲
作
教
師
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

郡
長
室
に
掲
示
肖
像
画

有
機
農
業
の
先
駆
者
、
相
馬
一
廣
さ
ん
を
悼
む

今から33年前の1992年4月、東海テ

レビに放映され、有機農業の考え方

を語っていた（当時45歳）

氏名

連絡先

切り抜いて、共産党市議団や

民報配布者にお渡しください

政
権
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
っ
て
、
国
民

の
要
求
が
通
る
可
能
性
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
政
も
同
様
に
、
声
を
あ
げ
れ
ば
変
わ
り
ま

。

、

す

体
育
館
の
ト
イ
レ
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
な
ど

意
見
・
要
求
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


